
１　基本方針

（１）【状況分析】社会経済情勢や地域社会の変化により、災害の態様は、複雑多様化の傾向を

　強めています。

・消防機関に必要な人員、施設、資機材などの環境を充実する必要が生じています。

・高齢化の進展、疾病構造の変化、救急に対するニーズの高まりなどにより、救急需要の増

　加が予想されます。

・消防、救急活動に不可欠な消防救急無線は、デジタル化までの法的期限が定められており、

　その整備が必須課題となっています。

・消防活動によって直接的に災害の被害軽減を図ることはもとより、火災予防対策が重要と

　なっています。

（２）【課題整理】市民が安全で安心して暮らせる災害に強いまちづくりを実現するため、被害

　　　を最小限に抑え、市民生活の｢安心・安全｣を確保しなければなりません。

・活動拠点並びに資機材の整備を図るとともに人材育成を推進する必要があります。

・救急需要対策を含めたより一層の救急体制の充実を図る必要があります。

・消防救急無線のデジタル化を推進する必要があります。　

・火災予防の普及啓発及び防火対象物等の防火安全対策を積極的に推進する必要があります。

（３）【方針】消防機関に必要な環境を整備し、災害発生時には24時間体制という組織力をもっ

　　　て迅速・確実に対応することを目指します。

　 ・災害時の活動拠点となる消防署所について、老朽化の著しい庁舎の整備を図るとともに地

　域特性に応じた消防車両の配備を推進し、その機能を最大限に発揮できる人材育成と訓練

　を実施し部隊活動能力の向上を目指します。

・救急活動に必要な資器材を確保するとともに、市民に対する応急手当の普及啓発を推進し

　的確な救急サービスの提供を目指します。

・消防、救急活動に必要不可欠な消防救急無線のデジタル化に向け、通信設備等の整備を目

　指します。

・住宅火災による被害の軽減及び住宅用火災警報器の設置促進を図るとともに、防火対象物

　等に対する査察体制の充実強化を目指します。

２　主な取組

（１）老朽化の著しい消防署所の建替え、改修工事等を計画的に実施します。

（２）救急隊が早期に傷病者情報を把握し、迅速な救急搬送を行うことができるよう、｢緊急時

　　安心キット｣を高齢者世帯等に配布する事業を実施します。

（３）消防救急無線のデジタル化に伴う基本設計(電波伝搬調査を含む。)を実施します。

（４）住宅火災による被害の軽減並びに住宅用火災警報器の設置促進を図るため、自治会と連携

　　し｢住宅防火モデル地区指定事業｣を実施します。

消防局　平成23年度局運営方針(案)
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（５）防災展示ホールの有効活用を図るため老朽化した体験機器を改修し、魅力ある施設として

　　より多くの市民に対し防火防災教育を推進します。

３　行財政改革への取組

（１）事務事業ごとに費用対効果の観点から歳出要求額の見直しを行いました。

（２）既存事業の再構築や見直しを推進し、より効率的かつ効果的な業務の遂行を図りました。

（３）保有資機材等の保守管理について職員自らが実施するなど、維持管理コストの縮減に努め

　　ました。

（４）緊急自動車以外の車両は、環境に配慮した次世代自動車を導入します。

（５）消防音楽隊組織の再構築を検討します。

４　消防局予算額

<一般会計> (単位：千円)

平成23年度当初予算額

3,282,802 △ 414,508

平成22年度当初予算額 増減

2,868,294
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

‐

167 9款 1項 1目 2

＜主な事業＞

１　消防式典事業の開催

　消防団員の士気高揚を図り、消防行政に対する理解と

信頼を深めるための消防出初式等を開催し、また、消防

職員の消防技術の向上並びに市民の消防意識の高揚を図

るために全国消防救助技術大会を開催する。

２　消防業務の推進

　円滑かつ効率的な消防業務を維持するための表彰事務

及び消防局共通の郵便料等の庶務的経費の管理、運営を

行う。

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

‐

167 9款 1項 1目 3

＜主な事業＞

１　執務環境の維持管理

　消防行政の円滑化を図るために、消防局及び消防署所

の執務環境の維持に必要な、複写機や仮眠用寝具の借り

上げ、共通備品の払い出し等を行う。

２　事務・活動環境の維持管理

　事務執行に必要な消耗品の調達や、消防活動を安全か

つ円滑に遂行するための消防吏員被服等の給貸与、救急

隊等の電話通信に係る維持管理等を行う。

105,719

31,401

23,835 

9,590

予算額

増減

前年度予算額 135,508

予算書Ｐ. 消防費 消防費 常備消防費

　消防行政を推進するための事務執行にかかる執務環境の維持管理(消防服の調
達、複写機や仮眠用寝具の借り上げ等)に係る内部管理事業です。

33,425予算額

一般財源

消防業務推進事業
消防局/総務部/消防総務課

電話:048-833-7335

＜事業の目的・内容＞

消防局運営事業

＜事業の目的・内容＞

137,120

前年度予算額

事務事業名

　消防出初式及び全国消防救助技術大会の開催並びに表彰事務について、円滑か
つ効率的な消防業務の推進を図ります。

連絡先

33,425

局/部/課

予算書Ｐ. 常備消防費

事務事業名

消防費 消防費

E-mail:shobo-somu@city.saitama.lg.jp

局/部/課

連絡先

137,120一般財源電話:048-833-7938

消防局/総務部/消防総務課

E-mail:shobo-somu@city.saitama.lg.jp

増減

25,343

8,082

1,612 
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

‐

167 9款 1項 1目 4

＜主な事業＞

１　消防署所の執務環境の維持管理

　消防署所における執務環境を維持するため、24時間の 　

勤務体制に必要な消耗品等の調達を行う。

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

22款

167 9款 1項 1目 5 ‐

＜主な事業＞

１　自己研修(消防職員意見発表会等)

２　局内研修

　(1) 階層別研修

　(2) 特別研修

３　局外研修

　(1) 教育機関研修(消防大学校・消防学校等)

　(2) 局外一般研修(研修会・講習・講演会等)

　(3) 資格取得研修(大型自動車運転免許・潜水士免許

　　　　　　　　　等)

  職員が、職務の遂行上必要な知識及び技術等を修得し、更に市民ニーズに応え
られる職員の育成を図ることを目的として消防職員研修を実施します。

前年度予算額 47,025

増減 5,427 

一般財源 52,216

＜事業の目的・内容＞

予算書Ｐ. 消防費 消防費 常備消防費

局/部/課 消防局/総務部/職員課

連絡先 電話:048-833-7487 E-mail:shobo-shokuin@city.saitama.lg.jp 諸収入 236

事務事業名 職員研修事業 予算額 52,452

7,276

＜事業の目的・内容＞

1,487 

　消防署所における、消防事務の執行及び執務環境の維持に必要な消耗品・物品
の調達等に係る内部管理事務です。

前年度予算額 5,789

増減

連絡先 電話:048-833-7938 E-mail:shobo-somu@city.saitama.lg.jp

予算書Ｐ. 消防費 消防費 常備消防費

一般財源

7,276
局/部/課 消防局/総務部/消防総務課

事務事業名 消防署運営事業

7,276

予算額
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

22款

167 9款 1項 1目 6 ‐

＜主な事業＞

１　衛生管理事務

　局内各安全衛生委員会に係る産業医の選任や契約及び

衛生管理について実施する。

２　予防接種事務

　消防力を低下させないため、伝染、感染のおそれがあ

る各種疾病に対する、職員の予防接種を実施する。

３　安全運転管理事務

　職場における安全運転を確保するため、安全運転管理

者を選任し、安全運転教育を実施する。

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

‐

167 9款 1項 1目 7

＜主な事業＞

１　旅費 [参考２]　技術委員会

　・全国消防長会技術委員会開催事前会議

　　　　　　　　　　　　　　    (高知県安芸市)

　・第89回全国消防長会技術委員会(高知県安芸市)

　・平成23年度第2回常任委員会(和歌山県田辺市)

　・全国消防長会事業推進委員会事務担当者会議 [参考３]　常任委員会

 　　　　　　　　　　　　　　(東京都千代田区)

[参考１]　開催場所

　技術委員会及び常任委員会は、委員会の申し合せによ

り開催支部(地方地区)での輪番制が決定されている。

746

　全国消防長会事業(事業推進委員会)への参加活動により、全国の消防行政との
情報を交換して消防制度や技術の総合研究を行います。

前年度予算額 752

増減 △ 6 

＜事業の目的・内容＞

予算書Ｐ. 消防費 消防費 常備消防費

局/部/課 消防局/総務部/施設課

連絡先 電話:048-833-7394 E-mail:shobo-shisetsu@city.saitama.lg.jp 一般財源 746

事務事業名 消防装備運営事業 予算額 746

　職場における職員の安全と健康を確保するとともに、快適な職場環境の形成を
促進することにより、市民に安心して暮らせる環境を整備することを目的に、局
内の衛生管理、職員の予防接種及び安全運転管理体制の推進等についての事業を
執行します。 前年度予算額 10,310

増減 2,180 

一般財源 12,452

＜事業の目的・内容＞

予算書Ｐ. 消防費 消防費 常備消防費

電話:048-833-7328 E-mail:shobo-shokuin@city.saitama.lg.jp 諸収入 38

事務事業名 職員管理厚生事業
局/部/課

予算額 12,490
消防局/総務部/職員課

連絡先
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

‐

167 9款 1項 1目 8

＜主な事業＞

１　広域消防応援用燃料費　　　　　　　

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

‐

167 9款 1項 1目 9

＜主な事業＞

１　消防部隊の育成・強化

　複雑多様化する災害に対応しうる精鋭な消防隊員を育

成し、部隊活動の強化を図るため、各種訓練等に参加す

る。

２　消防活動に必要な資機材の点検・整備

　各種資機材の点検・整備により複雑多様化する災害活

動に対応するため、資機材を常時使用可能な態勢を整え

迅速な消防活動を遂行する。

　社会構造の発展による都市構造の変化や市民の生活様式の変化に伴い、年々多
様化する消防への市民ニーズを的確に把握し、より高度かつ先進的な消防体制の
構築のため、また、幅広く市民に対し｢安心・安全｣をアピールするため、教育訓
練の実施及び計画的な装備の充実化を図ります。 前年度予算額 35,763

増減 △ 2,576 

＜事業の目的・内容＞

予算書Ｐ. 消防費 消防費 常備消防費

消防局/警防部/警防課

連絡先 電話:048-833-7944 E-mail:shobo-keibo@city.saitama.lg.jp 一般財源 33,187

0 

事務事業名 警防業務推進事業 予算額 33,187

300

　消防の広域援助体制として｢緊急消防援助隊｣が法制度上明確化され、本市では
現在38部隊を緊急消防援助隊として登録しています。派遣部隊はライフライン等
が寸断された被災地で72時間以上の消防活動と併せて燃料補給等についても自給
自足の自己完結が求められているところであり、出場の求めに速やかに対応すべ
く｢出場計画等の充実化｣を図っています。

前年度予算額 300

増減

連絡先 電話:048-833-7944 E-mail:shobo-keibo@city.saitama.lg.jp 一般財源 300

予算額 300
局/部/課 消防局/警防部/警防課

事務事業名 災害対策事業

1,051

29,977

予算書Ｐ. 消防費 消防費 常備消防費

＜事業の目的・内容＞

局/部/課
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

22款

167 9款 1項 1目 10 ‐

＜主な事業＞

１　救急体制の充実 ４　緊急時安心キットの整備【新規】

　救急活動に必要な資器材等を確保し、市民に的確な救 　救急現場において、高齢者や障害を持っている方の迅

急サービスを提供する。 速な救急搬送を図るため、掛かりつけ医療機関等の情報

を正確に把握する｢緊急時安心キット｣を整備する。

２　救急需要対策の推進

　ポスター等を活用して救急車の適正利用について広報

する。

３　新型インフルエンザ対策資器材の更新

　使用期限のある医薬材料の更新をする。 　

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

‐

167 9款 1項 1目 11

＜主な事業＞

１　メディカルコントロール体制の推進

　救急業務の円滑化を図るため、医療機関と相互理解と

協力関係の充実を図り救急救命士等の知識、技術の向上

のため再教育を実施する。

２　応急手当普及啓発の推進

　応急手当講習を開催するとともに、応急手当の普及体

制を整備する。

３　ＡＥＤの整備

　消防庁舎及び消防ポンプ車にＡＥＤ等を整備する。

14,051

7,743

5,062

　より高度な救急サービスを市民に提供することができるようメディカルコント
ロール体制を推進します。また、市民に対し応急手当の正しい知識と技術の普及
を推進します。

前年度予算額 25,509

増減 1,347 

＜事業の目的・内容＞

予算書Ｐ. 消防費 消防費 常備消防費

局/部/課 消防局/警防部/救急課

連絡先 電話:048-833-7981 E-mail:shobo-kyukyu@city.saitama.lg.jp 一般財源 26,856

事務事業名 救急高度化推進事業 予算額 26,856

　救急活動に必要な資器材などの質的充実を図りながら市民の安心安全を確保す
るとともに、救急需要対策を推進し、市民に的確な救急サービスを提供します。
　また、搬送時間の短縮を図るため傷病者情報を正確に把握する方策を図りま
す。 前年度予算額 35,881

増減 16,614 

一般財源 46,465

＜事業の目的・内容＞

予算書Ｐ. 消防費 消防費 常備消防費

局/部/課 消防局/警防部/救急課

連絡先 電話:048-833-7981 E-mail:shobo-kyukyu@city.saitama.lg.jp 諸収入 6,030

事務事業名 救急業務推進事業 予算額 52,495
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

‐

167 9款 1項 1目 12

＜主な事業＞

１　消防救急無線維持管理事業 ３　消防救急無線のデジタル化【新規】

　災害で使用する無線設備を円滑に運用するため、無線 　現在活用している150MHz帯のアナログ消防救急無線は

局免許の再免許申請や無線設備の保守点検、並びに老朽 電波法で定められた期限(平成28年５月末)までに全てデ

化した無線機の更新整備を行う。 ジタル方式に移行することが必要とされており、整備事

業の一環として、平成23年度は、電波伝搬調査を含む基

２　消防緊急情報システムの維持管理 本設計を実施する。

　消防緊急情報システムの安定稼動を目的として、シス

テムのリース料や通信運搬費等利用料の支出の他、障害

発生時における連絡調整業務や運用支援業務の委託等を

実施する。また、本年度は老朽化したシステム機器の入

替も併せて行う。

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

‐

167 9款 1項 1目 13

＜主な事業＞

１　火災予防の推進 ５　消防音楽隊の運営

　秋・春季火災予防運動を実施するとともに、自治会や 　演奏を通じて火災予防等の消防広報活動を実施する。

事業所等に対し消防訓練指導等を実施する。 ６　防災センター防災展示ホールの運営

２　消防フェアの実施 　防災学習施設の管理、運営並びに防災体験施設の一部

　市民と消防のふれあいを深めることにより、火災予防 改修を実施する。

の啓発を図る。 ７　少年消防団の運営

３　消防広報業務 　市内の小学４年生から６年生を対象として、災害に対

　パブリシティを活用した広報活動と報道機関への積極 する知識等を身につけるための研修を実施する。

的な情報提供を実施する。 ８　火災調査業務

４　住宅防火対策 　火災の原因を究明するために必要な資機材等の充実を

　住宅用火災警報器の設置促進をはじめとした住宅防火 図り、調査結果を火災予防対策等に反映させる。

対策を推進する。

増減 68,595 

＜事業の目的・内容＞

　火災の予防や火災による被害を軽減するため、火災予防対策の企画・広報等の
推進を図り、市民や事業所に対する火災予防思想の啓蒙等を実施します。また、
火災現場調査及び鑑識業務の支援等を行い、火災原因究明のための調査技術の向
上及びその後の効果的な火災予防・警防活動の充実を図ります。 前年度予算額 22,925

連絡先 電話:048-833-8218 E-mail:shobo-yobo@city.saitama.lg.jp

予算書Ｐ. 消防費 消防費 常備消防費

一般財源 91,520

11,039

事務事業名 火災予防推進事業 予算額 91,520
局/部/課 消防局/予防部/予防課

　本事業は、消防活動に必要不可欠な消防救急無線及び消防業務の基幹である消
防緊急情報システム(指令システム・支援システム・画像伝送システム等)を万全
に維持管理するとともに、日々進化するＩＣＴ技術に即したシステムの最適化を
図る事業です。 前年度予算額 631,763

増減 △ 198,877 

＜事業の目的・内容＞

予算書Ｐ. 消防費 消防費 常備消防費

局/部/課 消防局/警防部/指令課

連絡先 電話:048-833-1422 E-mail:shobo-shirei@city.saitama.lg.jp 一般財源 432,886

事務事業名 指令業務推進事業 予算額 432,886

-343-



（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

15款

167 9款 1項 1目 14

＜主な事業＞

１　査察事務 ４　危険物規制事務

　防火対象物及び危険物施設への査察の企画立案及び立 　危険物施設設置及び変更許可等の審査及び完成検査を

入検査を行う。 行う。

２　違反処理事務 　危険物施設に係る届出受付事務を行う。

　消防法令違反に対する是正指導及び警告、命令などの 　危険物取扱者等の指導を行う。

違反処理を行う。 ５　液化石油ガス規制事務

３　消防同意・検査等事務 　液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する

　・建築確認申請等の消防同意等に必要な審査を行う。 法律に基づく届出の受理及び立入検査を行う。

　・消防用設備等の検査、設置に関する指導を行う。 ６　火薬類規制事務

　・消防用設備等に関する届出書受付事務を行う。 　火薬取締法に基づく許可のための審査及び立入検査を

　・消防設備士等の指導を行う。 行う。

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

22款

167 9款 1項 2目 1 ‐

＜主な事業＞

１　消防団組織運営の維持

　消防団の円滑な運営を行うために、運営交付金を交付

するとともに、消防団員の活動環境の維持を行う。

２　消防団員の報酬等の支給

　非常勤の公務員である消防団員に報酬の支給及び災害

出動、研修等の費用弁償並びに５年以上勤続し、退職し

た消防団員に退職報償金を支給する。

３　自警消防団の助成

　市内に組織された自警消防団の運営に必要な助成を行

う。

124,592

2,100

　消防法及び関係法令に基づき、建築確認に伴う消防用設備等設置に係る消防同
意事務、危険物施設・液化石油ガス・火薬類の許可等の審査事務及び防火対象物
等への立入検査、違反処理を行い火災予防の徹底を図ります。

前年度予算額 3,088

増減 338 

＜事業の目的・内容＞

予算書Ｐ. 消防費 消防費 常備消防費

局/部/課 消防局/予防部/査察指導課

連絡先 電話:048-833-7038 E-mail:shobo-sasatsu-shido@city.saitama.lg.jp 使用料及び手数料 3,426

事務事業名 予防規制等推進事業 予算額 3,426

 消防団の円滑な組織運営を実施するため、活動環境の維持及び消防団員の人事管
理を行います。
　また、自警消防団の運営に必要な助成を行います。

局/部/課 消防局/総務部/消防総務課

25,986

前年度予算額 191,795

増減 △ 38 

一般財源 161,045

＜事業の目的・内容＞

予算書Ｐ. 消防費 消防費 非常備消防費

連絡先 電話:048-833-7163 E-mail:shobo-somu@city.saitama.lg.jp 諸収入 30,712

事務事業名 消防団運営事業 予算額 191,757

-344-



（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

15款

167 9款 1項 3目 1 16款

22款

‐

＜主な事業＞

１　消防施設の光熱水費等維持管理に要する経費  ３　施設保守管理等に要する経費

　・消耗品費 　・施設等保守管理事業(委託料) 

　・燃料費 　・施設法定点検業務(手数料)

　・光熱水費 　・使用料、賃借料、負担金等

　・通信運搬費

　・原材料費

　・備品購入費

２　施設修繕、改修工事等に要する経費

　・消防施設修繕業務(突発修繕等経常修繕費)

　・岩槻消防署上野出張所改修工事　

　　(屋上防水・外壁改修等)

　・消防分団車庫耐震診断業務(20分団)

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

23款

167 9款 1項 3目 2 ‐

＜主な事業＞

１　大宮消防署下町出張所の老朽化に伴う移転建設工事 ２　(仮称)緑消防署等複合施設建設工事に伴う実施設計

　及び既存庁舎の解体工事を行う。 　業務及び建設用地取得を行う。

　・下町建設工事(平成22・23年度継続費) 　・実施設計業務

　・庁舎移転に伴う業務 　・用地取得等

　  環境調査、備品移送、初度備品、システム・イント

　　ラ・電話移設等 　＜事業計画＞

　・既存庁舎解体工事 　・平成23年度　　　実施設計等

　・平成24～25年度　建設工事

　＜事業計画＞ 　・平成26年度　　　供用開始

　・平成23年度　建設工事・供用開始 　＜参考＞

所在地　　緑区大字大間木地内(内谷・会ノ谷特定土地

　　　　　区画整理事業地内)

　大宮消防署下町出張所の庁舎移転建設工事及び既存庁舎の解体工事を行いま
す。また、(仮称)緑消防署等複合施設建設工事に伴う実施設計業務及び建設用地
取得を行います。

前年度予算額 745,076

増減 △ 45,156 

一般財源 151,420

＜事業の目的・内容＞

予算書Ｐ. 消防費 消防費 消防施設費

局/部/課 消防局/総務部/施設課

連絡先 電話:048-833-7954 E-mail:shobo-shisetsu@city.saitama.lg.jp 市債 548,500

事務事業名 消防施設等整備事業 予算額 699,920

　消防庁舎及び消防団施設等を対象に、適正な保守点検や修繕、更には改修等を
行うことにより、突発的な事故を抑制し、職場環境の安全性を高めるものです。

一般財源 436,266

前年度予算額 512,617

増減 △ 72,619 

国庫支出金 776

＜事業の目的・内容＞ 諸収入 1,267

予算書Ｐ. 消防費 消防費 消防施設費

局/部/課 消防局/総務部/施設課

連絡先 電話:048-833-7954 E-mail:shobo-shisetsu@city.saitama.lg.jp 使用料及び手数料 1,689

事務事業名 消防施設等維持管理事業 予算額 439,998
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

‐

167 9款 1項 3目 3

＜主な事業＞

１　消防自動車等に係る修繕費 ４　法定点検に係る諸経費

　・消防自動車等の車検及び法定点検に係る整備費 　　(保険料・自動車重量税)

　・車両及び資機材の緊急修繕費

　・特殊装備車両の点検整備費

　・車両及び資機材の整備に係る消耗品費

　・消防活動で消耗した消防ホース及び消火薬剤の補填

２　燃料費

　・消防自動車等の燃料費

３　賃借料

　・継続自動車借上料

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

16款

169 9款 1項 3目 4 23款

‐

＜主な事業＞

１　消防自動車の購入 ２　購入に係る諸経費　　　　　　　　

　・指導車 　（保険料・重量税・リサイクル料）

　・小型搬送車

　・消防ポンプ自動車 ３　賃借料

　・高規格救急自動車 　（更新自動車借上料）

　・救助工作車【Ⅳ型】※

　・災害対応特殊はしご付消防ポンプ自動車※

　・消防団消防ポンプ自動車

　　 ※については、国庫補助金を充当するもの

44,774

　消防車両及び資機材について、災害に備え迅速確実に対応できるように、常に
良好な状態を保つため維持管理を行います。

局/部/課 消防局/総務部/施設課

事務事業名 消防装備等維持管理事業

＜事業の目的・内容＞ 一般財源 34,722

　老朽化及び法的規制(Nox・PM法)を受けた消防車両を計画的に更新し、消防力の
強化を図ります。

446,384 2,189

1,436

前年度予算額 643,862

増減 △ 193,853 

市債 313,400

連絡先 電話:048-833-7394 E-mail:shobo-shisetsu@city.saitama.lg.jp

予算書Ｐ. 消防費 消防費 消防施設費

国庫支出金 101,887

2,296

事務事業名 消防装備等整備事業 予算額 450,009
局/部/課 消防局/総務部/施設課

56,198 11,556

前年度予算額 143,811

増減 △ 28,987 

＜事業の目的・内容＞

予算書Ｐ. 消防費 消防費 消防施設費

連絡先 電話:048-833-7394 E-mail:shobo-shisetsu@city.saitama.lg.jp 一般財源 114,824

予算額 114,824

-346-



（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

15款

169 9款 1項 3目 5 16款

23款

‐

＜主な事業＞

１　耐震性防火水そうの設置工事を行う。

　震災時の消防水利の確保のため、耐震性防火水そう

の設置工事を行う。

２　消火栓の設置及び維持管理を行う。

　迅速・的確な消火活動を実施するため、消火栓を整備

するとともに、維持管理を行う。

44,500

37,321

国庫支出金 13,150

＜事業の目的・内容＞ 市債 16,900

予算書Ｐ. 消防費 消防費 消防施設費

7

局/部/課 消防局/警防部/警防課

事務事業名 消防水利整備事業 予算額 87,607

　消防水利の基準(消防庁告示第７号)に基づき耐震性防火水そう及び消火栓の設
置を行うとともに、常時使用できるように維持管理を行います。

一般財源 57,550

前年度予算額 81,438

増減 6,169 

連絡先 電話:048-833-7906 E-mail:shobo-keibo@city.saitama.lg.jp 使用料及び手数料
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